
第４学年国語科学習指導案 
日 時  平成１８年９月２９日（金）５校時 
児 童  男子６名 女子６名 計１２名 
指導者  高橋 陵 

１ 育てたい能力 
◎登場人物の様子と場面の様子を、作品の中の大事な言葉に気をつけて想像しながら読む（読 ウ） 
○表現したり理解したりするために必要な語句を増し、また、語句には性質や役割の上に類別があ

ることを理解すること（言 ェ(ァ)） 
 

２ 単元名  場面を比べて読もう 
教材名  「一つの花」   今西 祐行 作  松永 禎郎 絵 
 

３ 教材について 
(1) 児童について 

これまで児童は、読むことの活動として、読みの視点をみんなで話し合い、共通視点を設定し、
その視点に沿って大事な言葉や文を見つけ、そこから分かる登場人物の気持ちや様子を読み取る活
動を行ってきており、叙述に即して想像しながら読むことができるようになってきている。 
①読みの視点について 

児童はこれまで、「三つのお願い」では登場人物の行動や会話文、様子を読みの視点として設定
し、ゼノビアの気持ちを想像しながら読み取る学習を行った。また「白いぼうし」では、「かたを
すぼめて」や「もぎたてなのです。」など松井さんの行動・会話・様子の他に、より具体的に｢まほ
うのみかんと思うかな｣などの松井さんが想像している所や｢あたたかい日の光をそのままそめつ
けたような｣などの夏みかんの様子という読みの視点を定め、松井さんの優しくて思いやりのある
人柄や想像力豊かで楽しい人柄、松井さんの気持ちなどを想像しながら読み取る学習を行った。こ
れらの学習により、登場人物の気持ちや人柄を読む時には、登場人物の行動や会話、様子を読みの
視点にしていくことで、読み取ることができることを学んだ。しかしながら、課題に対して読みの
視点を自分なりに考えたり、行動文や会話文、様子を表す文の中の特にどの言葉に着目して読んで
いったら良いかという、より具体的で焦点化された読みの視点を考えたりするまでには至っていな
いのが実態である。 

 ②一人学びについて 
一人学びについては、読みの視点に沿って大事な言葉や文を見つけ、サイドラインを引き、その

言葉や文から分かる登場人物の気持ちや人柄を書き込むという学習を「三つのお願い」や「白いぼ
うし」で行ってきた。その結果、読みの視点に沿って、大事な言葉や文を見つけることはできるよ
うになってきている。しかし、見つけた言葉を手がかりにして豊かに想像をし、分かったことや考
えられる事を、自分の言葉で書き込む力はまだ十分には育っていない。児童の書き込みの実態とし
て、その言葉の意味や言い換えだけの書き込みに終止してしまう児童が多く、更に深く読み込んで
前後の言葉や文と関係付けたり、文全体に読みを広げて想像したりするまでには至っていない。 

(2) 教材について 
学習指導要領における第３学年及び第４学年の「読むこと」の目標は、「目的に応じ、内容の中

心を捉えたり段落相互の関係を考えたりしながら読むことができるようにするとともに、幅広く読
書しようとする態度を育てる」である。本単元では、第３学年及び第４学年の「Ｃ読むこと」の指
導事項「ウ場面の移り変わりや情景を、叙述を基に想像しながら読むこと」を重点目標として取り
上げる。 

本教材は、ささやかな幸せを無残にも奪い去ってしまう戦争という状況の中でも、絶えることの
ない人間の深い愛情をしみじみと描いた作品である。場面は①ゆみ子が「一つだけちょうだい」と
いう言葉を最初に覚えた理由が分かる場面、②ゆみ子の将来を心配し、めちゃくちゃに高い高いす
る場面、③父親が戦争に行く日の場面、④父親がゆみ子に一輪のコスモスを渡す場面、⑤十年後の
場面の５つに分けられる。 

表現上の特色として、「一輪のコスモスの花」と「コスモスの花でいっぱい」のように戦争中と
戦争後の様子や、プラットホームでの見送りの様子など、対比的な表現が多く見られる。これらの
対比的表現に着目させることにより、ゆみ子の家族の様子や両親の思い、戦争中と戦争後の様子を
想像豊かに読み取らせることができる。また、比喩表現やダッシュは、読み手に豊かな想像を促し、
指示語や接続語は、作品の展開や様子を捉える上で効果的に活用されており、それらを手がかりに
読みを深めることができる。これらのことから、本教材は「場面の移り変わりや情景を、叙述を基
に想像しながら読むこと」に適した教材であるといえる。 

(3) 指導について 
《本校の研究に関わって》 

 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 

①読みの視点について 
ゆみ子一家の様子や両親のゆみ子に対する思いを読み取っていくために、読みの視点を、ゆみ子や

両親の行動・会話・様子に加えて、児童に戦時中の特別な生活・社会状況や戦争後との違いを読み取
らせていくために、情景描写や時代背景なども読みの視点として設定していきたい。また、言語事項
としてダッシュにも着目させていきたい。視点設定の段階では、視点に繋がる課題文中の言葉に着目
させ、共通視点に導くようにしたい。 
②一人学びについて 

一人学びでは、読みの視点に沿って大事な言葉や文を見つけサイドラインを引き、それをノートに
抜き書きし、その大事な言葉から分かるゆみ子一家の様子や両親の思いなどを書き込ませたり、ダッ
シュに続く言葉を想像し補わせたりする活動をさせていきたい。また、自由に想像し自分の言葉で書
き込む力を育てていくために、その前後の言葉や文と関係付けたり、文全体に読みを広げて想像して
書き込んだりする方法を教えていきながら、更に何をそこに書き込むのか(言い換え・様子・気持ち・
情景・理由など)を明確にした指導をしていきたい。 



４ 学習指導目標と評価基準 

 

学 習 指 導 目 標 評 価 規 準 

国
語
へ
の
関

心
・
意
欲
・

態
度 

◎戦争中・戦争後の時代背景を考えながら、
場面の情景や登場人物の様子を想像しなが
ら読もうとする。 

戦争中・戦争後の時代背景を考えながら、場
面の情景や登場人物の様子を叙述を基に想像
しながら読み取ろうとしている。 

読
む
能
力 

◎大事な言葉に気をつけ、場面意識をもって
登場人物の様子や気持ちを読み取ることが
できる。（読 ゥ） 

戦争中・戦争後の時代背景を考えながら、場
面の様子や登場人物の様子を叙述を基に想像
しながら読んでいる。 

言
語
に
つ
い

て
の
知
識
・

理
解
・
技
能 

◎題名や時代背景を理解するために、必要な
語句を増やすことができる。 

題名や時代背景を理解するために、必要な語
句を増やしている。 

 
５ 指導計画・評価計画（別紙） 
 
６ 本時の指導 

(1) 本時の目標 
父親の会話や花の様子から、一輪のコスモスに託したゆみ子を心配する父親の気持ちや願いを読
み取ることができる。 
 

(2) 具体の評価規準と児童への支援 
 A.十分満足できると判断

できる状況例 
B.概ね満足できると判断
できる状況 

B に至らないと判断した
児童への支援 

読むこと 

ごみ捨て場のようなとこ
ろで力強く咲いているコ
スモスの花のように、美し
く、そしてどんなに辛く苦
しいことがあっても、生き
続けて欲しいと願う父親
の思いを想像しながら読
んでいる。 

一輪のコスモスに託した
ゆみ子を心配する父親の
気持ちを想像しながら読
んでいる。 
 

「大事にするんだよう―」
の言葉に着目させ、なぜそ
う言ったのか、ゆみ子の将
来を考えている父親の姿
から、父親の気持ちを考
え、書くように助言する。

 
(3) 本時の指導について 

  ○読みの視点と大事な言葉 

読みの視点 父親の会話 花の様子 

大事な言葉 

・一つだけあげよう・一つだけのお花、
大事にするんだよう―（ダッシュ） 

・プラットホームのはしっぽの・ごみ捨
て場のような・わすれられたように 

   
○一人学び 

  ・父親の会話に着目し、大事な言葉や文にサイドラインを引く。 
  ・ノートに抜書きする。 
  ・抜書きした言葉から分かるお父さんの気持ちや、ゆみ子に対する思い、願いを書き込む。 
 
 
 

(4) 本時の展開 

 学 習 活 動 指導上の留意点（○）及び評価（☆） 

つ

か
む 

１ 前時の学習を想起する。 

・本当は戦争に行きたくない 

・家族と過ごせる時間を大切にしたい 

２ 本時の学習課題をつかむ。 

 

○壁面掲示を示し、前時の学習が思い出せるよう

にする。 

○前時のまとめ文を発表させ、戦争に行く日の父

親の気持ちを想起させる。 

○ゆみ子の「一つだけちょうだい」がまた始まり、

お父さんがゆみ子に一輪のコスモスを渡す場

面であることを確認する。 

○課題をノートに視写し、黙読・一斉読し課題を

意識させる。 

お父さんがわたしたコスモスの花にはどん

な願いがこもっていたのだろう。 



ふ
か
め
る 

３ 学習の見通しを持つ。 

・読みの視点を確認する。 

 ①お父さんの会話 

   ○ダッシュの部分 

 ②花の様子 

 

４ 学習場面を読む。 

(1) 学習場面を音読する。 

 ・読みの視点に沿って、教科書から大事な言

葉や文を見つけながら読む。 

 

 

・花の様子について読み取る。 

 

 

 

 

(2) 一人学びをする。 

・読みの視点に沿って、大事な言葉をノート

に抜き書きする。 

 ・会話文のダッシュや｢一つだけ｣、｢一つだ

けのお花｣などに着目し、お父さんの気持

ちや願いを書き込む。 

(3) 学び合いをする。 

 ・一人学びをして分かったことを発表する。

・一つだけという言葉に着目し、一つだけの

ものについて考える。 

・父親の思いや願いを考える。 

 

 

 

 

 

 

 

５ 本時のまとめをする。 

・お父さんからゆみ子への手紙として本時の

まとめする。 

学習範囲（Ｐ９Ｌ１３～Ｐ１１Ｌ１３） 

○ゆみ子に花を手渡すときのお父さんの言葉や

その時の様子に着目させる。 

○課題文の「お父さんは」や「一つの花」に着目

させ、共通視点を設定する。 

 

○指名読みをし、サイドラインを引かせる。 

○大事な言葉 

・一つだけあげよう・一つだけのお花・大事にす

るんだよう―。 

・プラットホームのはしっぽ・ごみ捨て場のよう

な・わすれられたようにさいていた 

○きれいなところとは言えない、目立たないとこ

ろに咲いていた花を、お父さんはどうして見つ

けることができたのか、お父さんの目には、コ

スモスがどのように見えたのかをとらえさせ

ることにより、考えさせる。 

○書き込むこと 

・強く生きていってね・優しい子になってね・コ

スモスの花のように力強く育って欲しい・美し

い子になって欲しい・この花を大切にして欲し

い・たった一つしかないこの花を大事にしてね 

・たった一つ・命や家族 

 

○お父さんはなぜ「一つだけ」という言葉を２度

使ったのかを考えさせ、たったひとつしかない

もの（命や家族など）を大切にしてほしいとい

うお父さんの願いを読み取らせたい。 

○前時の学習と関わらせながら考えさせ、豊かに

想像し読ませるようにしたい。 

○読み取った花の様子とお父さんの会話を関係

づけながら、お父さんの願いを考えるよう促

す。 

☆言：ダッシュの表現に気づいている。（ノート・

発言） 

☆関：時代背景を考えながら、お父さんのゆみ子

への願いを読み取ろうとしている。（発

言・態度） 

（お父さんからゆみ子への手紙） 

ゆみ子、お父さんはこれから戦争に行くよ。

生きて帰ってこれるか分からない。だから、ゆ

み子、一つしかないけれど、このコスモスの花

のように美しく、そして力強く元気に育って欲

しい。たった一つのこの花を大切にしておくれ。

☆読：父親の、ゆみ子に対する願いを読み取り、

書くことができたか。（発言・ノート） 

ひ
ろ
げ
る 

６ まとめの音読をする。 

７ 本時の学び方についてまとめ、次時の学習に

ついて確認する。 

・読みの視点、大事な言葉の確認をする 

８ 自己評価（一人学び、学び合い、まとめ） 

○全員で学習範囲を音読させる。 

○読みの視点と言語事項を意識した学び方につ

いてのまとめができるようにする。 

○ノートに自己評価させる。（◎ ○ △） 

 
 
 



 
(5) 板書計画 

 
一
つ
の
花 

 
 

 

今
西
祐
行 

 

課
題 

     

読
み
の
視
点 

 

○
お

 

父
さ
ん
の
会
話

 

○
花
の
様
子 

 

一
人
学
び 

 

書
き
込
み
…
お
父
さ
ん
の
願
い
や
思
い
（
気
持
ち
）

   

花
の
様
子 

 
 

 
 

 

は
し
っ
こ 

隅
っ
こ 

 
 

プ
ラ
ッ
ト
ホ
ー
ム
の
は
し
っ
ぽ

 
 

 
 

 
 

汚
い
か
ん
じ 

暗
い 

さ
み
し
い 

ご
み
捨
て
場
の
よ
う
な
所 

 
 

 
 

 

目
立
た
な
い
と
こ
ろ 

誰
に
も
気
づ
か
れ
な
い 

わ
す
れ
ら
れ
た
よ
う
に 

  
 

 
 

 
 

さ
い
て
い

 

お
父
さ
ん
が
わ
た
し
た
コ
ス
モ
ス
の
花
に
は

ど
ん
な
願
い
が
こ
も
っ
て
い
た
の
だ
ろ
う
。 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

る

 
 

 
 

 
 

コ
ス
モ
ス 

 
 

 
 

 
 

学
び
合
い 

お
父
さ
ん
の
会
話 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

族 

命
や
家

み
。
さ
あ
、

「
ゆ

一
つ
だ
け
あ
げ
よ
う
。
一
つ 

 

だ
け
の
お
花
、
大
事
に
す
る
ん
だ
よ
う
― 

 
 

 
     

ま
と
め 

・
こ
の
コ
ス
モ
ス
の
花
の
よ
う
美
し
く
、
強
く
育

っ
て
ほ
し
い

・
一
つ
だ
け
し
か
な
い
も
の(

命
、
自
分)

を
大
切
に

 

美
し
い 

き
れ
い 

強
い 

 

た
く
ま
し
い 



チェック欄 

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12
時 本時のねらいと課題 読みの視点（○）及び大事な言葉（・）

評価基準 

（評価の方法） 
支援の手立て 

H 
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R

関 

 

○全文を読み、心に残った場面や言葉を見つけよう

としている。（発言・態度） 

読 ◎全文を読み、自分なりの感想や疑問を持ってい

る。（発言・ノート） 
１ 

題名から内容を予想し、全文を通読し

初発の感想を持つことができる。 

○物語を読み、最初の感想を書こう 

○題名 

○登場人物 

○おおまかな出来事 

言 ○漢字や語句について理解している。（音読） 

題名の「一つの」の意味を考えたりどん

な「花」なのかを考えたりしながら内容

を予想できるようにする。また、挿絵を

もとにあらすじをつかめるようにする。

一番心に残ったことや気になったこと

について考えさせる。 

            

関 

 

○場面ごとに課題意識を持とうとしている。（発

言・ノート） 
２ 

場面分けをし、場面ごとの課題をつく

り学習計画を立てることができる 

○場面ごとに課題をつくり、学習計画

を立てよう 

○登場人物の会話・行動・様子 

○時代背景 

読 

 

◎感想や意見、疑問を交流し合い、学習計画を立て

ている。（発言・ノート） 

それぞれの場面がどういう場面なのか、

登場人物の行動(したこと)を中心に見て

いく。 

            

関 

 

○時代背景を考えながら、登場人物の気持ちや様子

を読み取ろうとしている。（発言・態度） 

読 

 

 

◎「一つだけちょうだい。」というゆみ子が最初に

覚えた言葉に着目して、戦争が激しかった頃を想

像しながら読んでいる。（発言・ノート） 
３ 

「一つだけちょうだい。」が初めて覚え

た言葉であるゆみ子の様子から、時代

背景を読み取ることができる。 

○ゆみ子が「一つだけちょうだい」と

いう言葉を最初に覚えたのはなぜだ

ろう 

○時代背景 ○ゆみ子の様子 

・一つだけちょうだい・戦争のはげし

かったころ・そんな物は・おやつどこ

ろでは・～しか・てきの飛行機がとん

できて、ばくだんを落として・町は

次々に焼かれて、はいになって・いつ

もおなかをすかして・いくらでもほし

がる・一つだけ 

言 ○「～だの、～だの」や文末表現に気づいている。

（発言・ノート） 

｢戦争のはげしかったころ｣という言葉

に着目させ、戦争中の食べ物が無くいつ

もおなかをすかしていることと、母親の

愛情から、｢一つだけ｣の意味について考

えさせる。 

            

関 ○時代背景を考えながら、登場人物の気持ちや様子

を読み取ろうとしている。（発言・態度） 

◎ゆみ子のことを不憫に思い、ゆみ子の将来を心配読 

するお父さんのやりきれない気持ちを読み取っ

ている。（発言・ノート） 

４ 

いつ終わるかも分からない戦時下の中

で、ゆみ子の将来を心配する父の思いを

捉えることができる。 

○めちゃくちゃに高い高いするお父さ

んの気持ちを読み取ろう 

○お父さんの会話・行動 

・深いため息をついて・両手を出すこ

とを知らずに・喜びなんて一つだって

もらえないかもしれない・どんな子に

育つだろう・めちゃくちゃに 

言 ○ダッシュの表現に気づいている。（発言・ノート）

母親の言葉を受けて言った父親の様子

と内容から、娘の将来を心配している父

親の気持ちを読み取らせ、今の自分に出

来る精一杯のことが「めちゃくちゃに高

い高いする」ことだということを読み取

らせる。 

            

関 

 

○時代背景を考えながら、登場人物の気持ちや様子

を読み取ろうとしている。（発言・態度） 

読 ◎父の様子や母の様子から、両親のゆみ子に対する

深い愛情を読み取っている。（発言・ノート） 

５ 

戦争に行く日の父母の気持ちを読み取

ることができる。 

○戦争に行く日のお父さんとお母さん

の気持ちを読み取ろう。 

○周りの様子○父と母の様子 

・お母さんにおぶわれて・大事なお米

で作ったおにぎり・みんな食べてしま

いました・泣き顔を見せたくなかっ

た・人ごみ・ばんざいの声・勇ましい

軍歌・プラットホームのはしの方・ゆ

み子をだいて・小さくばんざい・歌を

歌って・まるで戦争になんか行く人で

はないかのように 

 ○文末表現に気づいている。（発言・ノート） 

｢大事なお米で作ったおにぎり｣という

言葉と｢ゆみ子の泣き顔を見せたくなか

った｣の関係から、母親の気持ちを考え

させる。 

周りの人の様子とゆみ子の家族の様子

の対比や｢ゆみ子をだいて｣という行動

から父親の気持ちを考えさせる。 

            

関 

 

○時代背景を考えながら、登場人物の気持ちや様子

を読み取ろうとしている。（発言・態度） 

読 

 

 

◎ゆみ子の成長願う気持ちや様々な思いを、父親の

会話や花の様子から想像し読み取っている。（発

言・ノート） 

７
本
時 

最後に父親がゆみ子に託した「一つの

花」の意味を考え、父親の心情を読み

取ることができる。 

○お父さんはどんな願いを込めて一つ

の花をゆみ子に渡したのだろう 

○お父さんの会話○花の様子 

・プラットホームのはしっぽ・ごみ捨

て場のような所・わすれられたように

・一つだけのお花・大事にするんだよ

う― 

言 ○ダッシュの表現に気づいている。（発言・ノート）

コスモスの花の様子(はしっぽ、ごみ捨

て場のような、わすれられたように)や、

｢一つだけ｣という言葉に着目させ、｢一

つの花｣に込められた父親の思いを読み

取らせる。 

            



関 

 

○戦争中と戦後の暮らしの変化や、登場人物の気

持ちや様子を読み取ろうとしている。（発言・態

度） 

読 ◎戦争中と戦争後の暮らしの様子がどのように変

わったのか、ゆみ子がどのように成長したのか

を、叙述を基に読み取っている。（発言・ノート）

８ 

十年後のゆみ子とお母さんの様子を読

み取ることができる。 

○十年後のゆみ子とお母さんの様子を

読み取ろう 

○戦中、戦後の暮らしの違い 

○ゆみ子の様子 

・コスモスの花でいっぱい・お話をし

ているかのように・お肉とお魚・ス

キップをしながら・小さなお母さん

言 ○比喩表現に気づいている。 

 

｢一つだけの花｣と｢コスモスの花でいっ

ぱい｣や｢いつもおなかをすかして｣と

｢お肉とお魚、どっちがいいの｣の言葉を

対比させ、またこれまでの学習を振り返

ることによって捉えさせる。 

            

関 ○作品の主題や「一つの花」の意味を考えようとし

ている。（発言・態度） 

９ 

「一つの花」という題名の意味につい

て考えることができる。 

○｢一つの花｣という題名にはどんな意

味が込められているのだろう。 

○題名 

○登場人物の気持ち 

○戦争 読 ◎｢一つの花｣の意味するものや登場人物の気持ち、

戦争について触れながら自分の考えを持ってい

る。(発言・ノート) 

 

｢一つの花｣に込められた父親の願いや

思いを振り返らせ、｢一つの花｣の意味す

るものを戦争と関連付けながら考えさ

せる。 

            

関 ○友達の感想を聞き、自分の感想と比べながら、そ

れぞれの違いや良さに気づこうとしている。（発

言・態度） １０

感想を交流することができる。 

○｢一つの花｣の感想を交流しよう。 

○題名 

○登場人物の気持ち 

○戦争 

読 ◎友達の感想と比べながら、題名についての自分の

考えを持っている。(発言・態度・ノート) 

友達の考えを聞き、納得のいく考えはど

んどん自分の中に取り入れるようにさ

せる。 

            

５ 指導計画と評価計画 


